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実験シナリオ
道路を中央線に沿って走るように指示を与えた．速
度は40km/hに設定されている．トリガポイントを
過ぎると，操舵トルクが与えられる．

低いアドミッタンスは緊張感のある運転を示す．
眠気は低周波領域のアドミッタンスを増加させる．

眠気を感じている時，感じていない時の運転者の腕の力
学的アドミッタンスを比較する．
眠気を感じている状態を再現するため，実験協力者には，
以下の指示を行った．
睡眠時間を5時間にする．
朝食はとらない．
カフェインの摂取は控える．
実験直前にファーストフードを食べる．
事前に単調で⾧い運転を行う．

眠気レベルの推定法
まばたき時間と眠気尺度を用いたアンケートを通じ
て，アドミッタンス計測時にドライバが眠気を感じ
ている状態であることを確認した．

眠気を感じると，ドライバの反応
時間は⾧くなり，運転能力を悪化
させることが知られており，事故
の主な要因の１つにも数えられる．
力覚操舵支援に対するドライバの
応答をみることにより，眠気を推
定することを試みる．

力学的アームアドミッタンス
Mechanical arm admittance:
力学的アームアドミッタンスは，ステアリングに与えら
れたトルク（外乱トルク）と，それにより動いたステア
リング角度の関係から求められる．
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低いアドミッタンスは外乱トルクに抵抗していること
を表す．
アドミッタンスは運転者が外乱トルクに抵抗できる能
力を表している．

まばたき時間と眠気尺度を用いたアンケートから，眠気を
感じている状態が再現できていることがわかる．2Hz以下
の低周波の外乱トルクに対するアドミッタンスが眠気を感
じると増加していることがわかる．
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